
①災害に強い森づくり推進事業
（森林整備室）























 県立スポーツ施設建設事業
（体育保健課）



昭和電工武道スポーツセンター



昭和電工武道スポーツセンター
１ 建設前の現状と課題

（１） 『公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律』が施行（H22.10.1）

（２） 新たに整備する施設は、九州大会以上の大規模大会が開催可能な大規模施設であり、約5,000人

の観客が収容可能。（80m×41mの大空間を確保）

（３） 大規模な木造建築物の実施事例が少ない。

２ 目的

（１） むく材を使った屋根構造では日本最大規模となることから、県内外へ当施設を強くアピールし、本県を

象徴する施設として整備する。

（２） 多くの県産材を活用し、県産材の魅力を発信することで、木材需要の拡大に繋げる。



昭和電工武道スポーツセンター
◆建築面積 ： １４,５５１.６８㎡

◆延床面積 ： １６,１２５.５６㎡

◆構 造 ： 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造、木造

◆階 数 ： 地上３階 地下１階

◆総事業費 ： 約７９億６千万円

◆工事期間 ： 平成２９年３月～平成３１年４月

◇森林環境税実施期間 平成２９～３０年度

Ｈ29森林環境税事業執行額 ： １１,３９３千円

Ｈ30森林環境税事業執行額 ： １7,311千円

合計 ： ２８,７０４千円

平成３１年４月完成



昭和電工武道スポーツセンター

昭和電工メイン競技場

昭和電工武道場

◇木材使用量 ： 約９８５ 

昭和電工メイン競技場 ： 約７８５ 

昭和電工武道場 ： 約200 

■昭和電工メイン競技場
◇フロア面積

約3,810㎡（81ｍ×40ｍ）＋ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ
◇有効天井高

12.5ｍ（中央部19ｍ）
◇観客席

固定席（2,028席）、車椅子席（20席）
移動観覧席（２,０１６席）

■昭和電工武道場
◇フロア面積

約800㎡（約33ｍ×約24ｍ）×3道場
◇有効天井高

6.9ｍ（中央部11ｍ）
◇観客席（1道場あたり）

固定席（134席）+車椅子席（2席）



昭和電工武道スポーツセンター

古くから県内に伝わる別府竹細工の伝統と

技法を照明カバーや壁面・天井などの内装

にふんだんに活用。

◇竹の使用量

3ｍ×φ30ｍｍ ： 2,662本

5ｍ×φ80ｍｍ ： 531本



昭和電工武道スポーツセンター



昭和電工武道スポーツセンター

◇今後の課題と取組

県産材の魅力やすばらしさを県民のみならず他県民に対して発信していくために、 より多くの利用者

や来場者が集う施設にしていく必要がある。

◇今年度開催（予定）の主な大規模大会

6月 8・ 9日 第１回宗麟旗争奪全国少年剣道大会

6月15・16日 “アジアドリームカップ2019”

国際車いすバスケットボール大会

6月 23日 第３４回マルちゃん杯九州少年柔道大会

８月 18日 全国道場小学生剣道記念大会

8月 25日 第１回スポンジボールテニス西日本大会

など

（ 参考：武道スポーツセンター10連休無料開放イベント ）

期 間 ： 平成３１年４月27日（土）～令和元年５月６日（月・祝）

入場者数 ： 20,692人


